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タイでの国際協力

西田武弘 *

私は，反4商家畜の栄養学，中でもエネノレギー代謝

の研究を専門としており，独立行政法人国際農林水

産業研究センター (JIRCAS)の職員として，タイ王

国の東北地方の都市コンケン(図1)に 2005年6月か

ら2007年 12月まで滞在し，主としてインドシナ半

島における家畜の飼養標準と飼料成分表を作成す

るプロジェタト研究を行っていました。本稿では主

として，そこで経験したこと，プロジェクト研究の

概要や成果，感じたことなどを紹介したいと恩いま

す。

現地の状況

私の滞在した東北タイは，タイ圏内では開発が最

も遅れている地域で，農業が主力産業のため平均収

入は低<，大都市のバンコクや，海外(台湾 ・中東

等)への出稼ぎで生計を立てている家庭も少なくあ

りません。東北タイの成業収入が低いのは，作物生

産が降水に制限されていることがひとつの原因と

なっています。各農家の牛の飼養頭数は 10頭以下

が多く，主としてブラー 7 ン種，在来種，ホノレスタ

イン交雑種および水牛が飼養されています(写真1)。

タイ圏内の牛の半数以上は，私の滞在した東北部で

飼われています(図 2)。飼養頭数の割合としては，

肉牛が圧倒的に多く，乳牛は非常に少なく(図 3)，

乳量も l 日1O~14kg 程j主です。乳牛は， 2003年も

2006年もほとんど飼養頭数は変わりませんが，肉牛

はこの 3年間で著しく増加しています。水牛は，ト

ラクターの普及等もあってか，年々減少する傾向に

あります。

東北タイの年間降水量は，約 1，200mrnで東京よ

りやや少ない程度ですが，そのほとんどが 5月から

10月頃の雨季に集中して降ります。その他の期間は

乾季で，ほとんど雨が降りません。雨季は日本の真

夏と同じような気候なので，草が非常に旺盛に生え

ています(写真 2)。道端，河原，駅のそば，食堂の

周りでもお構いなしに放牧されています。中央分離

.元 抽立行政法入国際農林水産業研究センター(JIRCAS)主任

研究貝
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帯で放牧されていたり，幹線道路上に迷い込んでう

ろうろしている牛も見たことがありますが，タイの

人たちはあまり気にしていないようです。夕方に池

などで水を飲ませて牛舎に連れて帰ります。または，

品ιー

図1 タイ王国の地図とコンケン!阜の位置
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図2 タイにおける肉牛地域分布(総数804万頭)

(タイ農林水産省統計データ)
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図 3 タイにおける
牛飼養頭数の推移

(俸グラフ上部の数値は頭数)
(タイ農林水産省統計データ)
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年(西暦)

道端等の生草を刈り取って，オートパイや小型ト

ラックの荷台に載せて持ち帰り，自宅の牛に給与す

るのも一般的に行われています(写真 3)。今後は，

トラクタ一等の農業機械の普及が前提となります

が，雨季の余剰な生草をサイレージに保存して，乾

季に利用する技術が重要となってくると考えられ

ます。

また，イネも雨季の聞に集中して栽培され，雨季

から乾季に移る 11月から 12月ころに収穫されます。

ただ，タイ東北部はまだイネ刈りは手メIjりで行われ

ている場合が多く，その際には穂の部分のみ刈り取

るので， glんぼにはイネの茎が長いまま残っていま

す。牛は，乾季の昼間は田んぼや道端に放されてい

ますが，地面にあまり青草が生えていない状態なの

で，主としてイヰの切り株から生えている刈り残し

のイヰの茎，再生草(ひこば'え)や牛舎で与えられる

イナワラを食べていますL写真 4)。しかし，とれら

のものだけでは，エネノレギ』ーも蛋白質も不足するた

め，体重が減少する例が多くみられます。そこで乾

季における安価なエネノレギー源として，乾燥キヤツ

サバ，米ヌカ， トウモロコシj ココナツやアブラヤ

シ副産物，およびタンパクi僚としては，イナワラへ
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の尿素 ・綜蜜添加処理， ピーノレ粕，ケージトップ，

キャッサパの茎葉，新たな豆科の植物 ・樹木の葉等

が候補として考えられ，研究が進められています。

われわれも，乾季の聞の飼料としてサ トウキピが使

えないかという実験を現地農家で行っていました。

農家の評判は悪くなかったのですが，思い通り体重

が増えない場合がありました。このことは，牛の栄

写真4

写真 2 雨季の放牧

写真 3 生草を刈り取って自宅へ
持ち帰り a 牛h 給与する

乾季のイネ刈り後の岡んぼに放牧された牛

養要求量やこれらの供試飼料の栄養価のデータが

無いためと考えられます。 日本では，牛のエネノレ

ギー要求量が示されている飼養標準と，飼料に含ま

れる栄養価が載っている標準飼料成分表があり，農

家に利用されています。皆さんもダイエットやメタ

ボ ・生活習慣病対策をする場合には， 1日にどれだ

けカロリーを摂っても良いか，食べ物にどれだけの

カロリーが含まれているかが載っている本(五言丁目

本食品標準成分表，文部科学省)をご覧になったこ

とあると思います。これと同じようなもので，牛の

場合は体重を増やし，牛乳を出してもらわなくては

ならないので，維持量以上飼料を与える必要があり

ます。ただし，やみくもにたくさん与えても飼料代

がかさむので，飼料代と乳肉生産a監との兼ね合いで，

どの程度与えれば最も儲けが多くなるかなどを求

める際の参考になります。日本の他に，アメリカ，

イギリス，フラ ンスやオーストラリアなどでも，も

うすでにこれらの飼養標準がそれぞれの国で作成

されていますが，残念ながらタイを含めた東南アジ

アではまだありません。

そこで J1RCASは，東南アジア版飼養標準 ・標準

飼料成分表作成に向けて 2 タイ農林水産省

(Department of Livestock and Development， DLD) 

の研究所やタイ，ラオス，カンボジアの大学と協力

して，新たな研究施設を東北タイのコンケンに作成

し，現地の牛や飼料を用いて現地の高温環境下で

データを集めているところです。

2 プロジェクト研究ーイン

ドシナ半島における肉用牛飼

養標準ならびに飼料資源デ ー

ヲベースの構築 ーの 概要 (図 4) 

(t)背 棄 と 目 的

近年，東南アジア諸国では食生活の西欧化が進み，

牛肉 ・乳製品の消費が伸びており，需要の伸びは今

後も続くものと考えられています。 一方，肉牛生産

の大部分は小規模農家経営によるものであります

が，多頭化による規模拡大は域外からの環境負荷物

質の流入，飼料作物生産による急傾斜地での土壌侵

食，あるいは温室効果ガス排出等の問題をもたらす

恐れがあります。そのため規模拡大 ・多頭化ではな

く，地域で利用可能な飼料資源を有効に活用した生

産性の向上を目指す必要があります。飼料資源を有
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図4 JIRCASプロジェクト概念図「インドシナ半島における肉牛飼養標準ならびに飼料資源データベースの構築J

効に活用するなめには，肉牛への適切な盆の栄養分

を供給するための指針ι給与する飼料の栄養価に

関する情報が不可欠です。

牛の飼料給与量に関しては，タイでは現在，重要地

に適応した牛のエヰノレギー収支データによって作

成されている，欧米の飼養標準が利用されています。

しかし，東南アジア等の黙帯地域では，熱帯の厳し

い自然環境に適応し選抜された地域在来牛やゼプ

牛が主体であり(写真1)，寒地で改良された牛とは

生理的にも大きな違いがあると思われます。ところ

が，熱帯で飼養されている牛のエネノレギー収支の測

定はほとんど行われていません。これはエネノレギー

収支測定方法が特殊なため，熱帯地域の国々で測定

できる施設や技術がないことに起因しています。

JlRCASでは，コンケン家畜栄養研究センター内に

すでにエネノレギー収支を測定できる装置を完成さ

せており，熱帯の牛のエネノレギ一代謝を一貫して研

究できる体制を整えています(SuzulUら，2008，写

真 5)。
また飼料資源、データに関しては，タイでは独自の

ものを作成していますが，エネノレギ一価の情報がな

いため，推定に頼っている部分があります。ラオニえ

ならびにカンボジアでは，飼料の化学組成に関する

データでさえ皆無です。

以上のことより本研究では，インドシナ半島諸国

で利用可能な飼料の実態を明らかにし(飼料資源

写真 5 頭部フード式呼吸試験装置(コンケン)

データベース)，それらを現地の牛にどれだけ給与

すればよいか(飼養標準)を示すことを目的としま

す。牛の養分要求量の基礎的なデータ収集は，コン

ケン家畜栄養研究開発センターで家畜代謝試験を

行い，汎用性のある飼養標準を作成するための家畜

飼養試験は，域内各地域で行います(図的。また同

時に，'1イを中心にラオスおよびカンボジア各地域

の飼料資源について，その存在量，利用形態，成分

および栄養価等のデータの蓄積を行います。また，

これらの飼料資源データベースや養分要求量の基

礎データを利用しながら，インドシナ半島における

現場での有効性を検証するための実程試験を行う
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干定です。この結果，作成された飼養標準ならびに 気ガス中メタン濃度と呼吸量を古制定することに

飼料資源データベー只の活用により，東南アジア等 よって，動物における代謝エネノレギー摂取量を求め

の熱帯地域における効率的な畜産物生産が可能と ました。また，呼気ガス中酸素，二酸化炭素および

なることが期待されています(図 4)。 メタン濃度と呼吸量を測定することによって，動物

(2)研究内容 からの熱発生量を推定し，この熱エネノレギ一発生量

本プロジェクト研究は，上記の通り多くの研究協 を代樹エネノレギ』ー摂取量から差し引くことで，体に

カ先があり，研究成果は多岐にわたります。ここで 蓄積するエネノレギー量を求めました。呼気ガスの回

は，われわれがコンケン家畜栄養研究センターとコ 収 ・分析は，頭部をフードで覆うことによって呼吸

ンケン大学とで協力して行った研究内容の一部を 量を 24時間継続して測定できる装置(写真 5)を用

紹介いたします(西回ら， 2007， 2008)。 い，本地域で利用可能な飼料を種々組み合わせてプ

反初動物は，給与した飼料中エネノレギーの全てを ラーマン種および在来種去勢牛に給与し，エネノレ

有効利用できるわけではなく，誕中，尿中，メタン ギーの出納量を測定することによ って，維持に要す

および熱として排出されるエネノレギーを差し引い る代謝エネノレギ・ー要求監を算出しました。

た残りが，肉や乳となるエネノレギー(生産のための (3)成果の概要・特徴

エネノレギー)として利用できます(図 6)。飼料中総エ プラー7 ン種成去勢牛 4頭による，延べ 40伊jの

ネノレギーから糞中，尿中およびメヂンとして排出さ エネノレギー出納成績をもとに，維持に要する代謝エ

れるエネノレギーを差し引いたものを代謝エネノレ ネノレギー量を回帰分析により求めました(西田ら，

ギーといい，動物から排池される糞尿を回収し，呼 2008)。供試牛の平均体重は 367kgで，試験期間中

プリンスソンクラ大学

オパート博士(左)

ワンビザ博士(右)

カンボジア王立農業大学

チュンピットローン博士

図5 研究協力体制(タイ農林水産省畜産振興局(DLD)+ 10大学)
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kJ/kgBW"おのほぼ中間の値といえます。

同様に，在来種去勢牛 4頭による，

延べ 16例のエネノレギー出納成績をもと

に，維持に要する代謝エネノレギー量を

回帰分析により求めました(西田ら，

[重量子孟量百 生産のための

エネルギー

口 排池されるエネルギー 口吸収代謝 生産に活長 百 五日

2007)。その結果，維持に要する代謝エ

ネノレギー要求量は， 476.6 kJ/kgBW".75 

であり ，これは日本飼養標準における，

黒毛和種去勢牛の維持に要する代謝エ

ネノレギー要求量の 470.3kJ/kgBW".15と

ほぼ同様の値でした。

(4)結 論

上記の通り， HRCAS研究プロジェク

トのコンケンにおける活動としてはj

肉用牛の主要品種であるプラー7 ン種

およびタイ東北部在来種成牛の維持エ

ネノレギー要求量を明らかにしたという

ことがし、えます。このことによって，

成牛の維持量給与に関しては精密な飼

料設計が可能となりました。また，種々

の飼料中の利用可能なエネノレギー含量

について，牛に給与することによる検

肘を行ってきています。さらに，在来

牛の成長曲線の把握と，成長曲線に

従った各育成ステージにおけるエネノレ

ギー要求量について，データを収集し

ています。また，各研究機関および大

学(図的の協力によって，英語版インド

シナ半島肉用牛飼養標準および飼料資

図6 反甥動物における摂取飼料エネノレギーの体内配分
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図7 プラーマJ積成去勢牛における代謝エネルギー摂取量と
エネノレギー蓄積量との関係(西国ら， 2008) 

の平均気温は 25.3度でした。プラーマン積成去勢

牛における，全ての代謝エヰノレギー摂取iIi:およびエ

ネノレギー蓄積量データ(図 7)から求めた，維持に要

する代謝エネルギー要求量は， 456. 8 kJ/ kgBW".75 (率

的です。これらは，日本飼養標準〈農林水産省農林

水産技術会議事務局， 2000)における，黒毛和積去

勢牛の維持に要する代田tエネノレギー要求盤である

4 70. 3 kJ/kgBW' ，'5とほぼ同様の値です。またアメ

リカの NRC飼養標準(NationalResearcb Council， 

2000)に示されている，欧米の種々の牛の維持に要

する代謝エネノレギー要求量である， 401.7から 543.9

*註 メタボロックポディサイズ(kgBW'可 動物の基礎代酎量

を大きさの異なる動物!聞で比較する際に，体置を 0.75乗した

ものを比較基準とする.この基準のことをいう.

1原データベースも，2011年 3月のプロ

ジェクト終了前の完成・出版を目指して鋭意制作中

とのことです。

3 現地で感じたことなど

現地の農家を見学して感じたのは，のどかな，数

十年前の日本の畜産はこういったものだろうと恩

わせるようなものでした。タイ東北部で飼養されて

いる牛は，上記のように，雨季に太って乾季にやせ

る場合が多いのですが，現地の農家は，このことが

通常の状態だと思っているようです。以前，ヂイ国

政府が外国から牛を導入して農家に配ったところ，

4年たっても同じ大きさのままで，プラスチックで

できている牛と呼ばれたそうです。多くの農家は大



西国・タイでの国際協力 1
 

1
 

1
 

家畜専業ではなく，鶏の放し飼い，イヰ，果物，野

菜栽培の複合経営が基本でした。しかし，家畜糞尿

を活用した資源、循環は，まだまだ十分に実施されて

いるとはいえず，改善の余地は大いにあると感じま

した。個人的にはこのまま先進的な技術など導入せ

ずに，のどかなまま過ごして欲しいとも感じました

が，農家にお話をうかがうと，やはり現金収入を増

やしたいとの要望や，若者が都会に働きに出てしま

い，過椋化が進んでしまう等の悩みはあるようです。

タイ赴任中の3年間は，上記の通りタイ nラオス，

力ンボジアの大学と協力しての仕事で，大学の先生

や学生と一緒に仕事をする機会が多かったです。そ

れまでは，アメリカへの留学経験はありましたが，

特に海外でこういった仕事をするぞといった志も

熱意もありませんでした。ですので，熱帯地域に長

期滞在するのは初めてで，いろいろな偶然が重なっ

て，白羽の矢が立ったような状態で業務命令によっ

てタイに急逮行くことになりました。赴任前は非常

に不安でしたが，自分の専門がしっかり確立してい

れば，仕事自体はどうにかこうにか何とかなったと

自分では思っています。バンコクと違い，田舎でか

つ観光地でもないコンケンは，廻りにほとんど日本

人はおらず，自分が日本代表だという気持ちでした。

また，赴任当初はインターネット環境も整備されて

おらず，いろいろなことに即答を求められるので，

勉強して，ある程度いろいろな知識(日本のことも)

を頭にたたき込んでおくことは重要だと痛感しま

した。

4 おわりに

ラオスやカンボジアはベトナム戦争や内戦の影

響で，特に人材が不足しています。国立大学はほと

んど無く，その数少ない大学(日本で例えれば帝国

大学時代の東京大学)でも 30歳の助手の上司が 55

歳ぐらいの学部長しかいないという状況でした。ま

た，タイでの私の仕事は，日本の研究機関が海外で

協同研究を行う性質上，いつかは「研究終了 ・撤退」

は避けられないですし，現地の事情や住民のニーズ

(例えば食習慣 ・噌好)はどうしても感覚的にわから

ないものがあります。ですので，いつかはわれわれ

がし、なくなることを前提に仕事が継続されるシス

テム，つまり現地の人を育てる ・育つ手助けをする

ことを念頭に置いて仕事をしていました。こういっ

た状況から，研究のみでなく人材教育に興味を持ち，

現在は国際協力研究機関から大学に職を移してい

ます。私の専門は牛の栄養学で，私自身は最先端の

技術を持っているわけではありませんが，大学が十

勝(北海道)にあるメリットを生かして，地域密着で

日本農業を盛り上げていくことと，閏際協力を うま

くバランスを取って仕事を進めていきたいと思い

ます。
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